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災
害
時
の
飲
料
水
の
確
保

けん
ちゃんこ

ん
に
ち
は
、“
け
ん
ち
ゃ
ん
”で

す
。
災
害
時
に
飲
料
水
を
確
保

す
る
た
め
の
施
設
と
し
て
配
水
池
（
10

か
所
）
と
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽

（
11
か
所
）
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
防
災

倉
庫
に
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
備
蓄
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
、
飲
料
水
兼
用
耐
震

性
貯
水
槽
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

▪
飲
料
水
兼
用
耐
震
性
貯
水
槽
と
は

　

災
害
時
に
水
道

が
使
え
な
く
な
っ
て

も
、
飲
料
用
水
を

確
保
し
て
お
く
こ

と
が
で
き
る
貯
水

槽
の
こ
と
で
、
震
度

７
の
激
震
に
も
耐
え
ら
れ
ま
す
。
普
段

は
水
道
管
に
接
続
し
、
そ
の
一
部
と
し

て
機
能
し
て
い
ま
す
。
災
害
が
発
生
す

る
と
、
水
道
管
と
の
接
続
部
分
が
自
動

的
に
遮
断
さ
れ
、
貯
水
槽
に
な
り
ま
す
。

貯
水
槽
内
の
水
は
、
災
害
発
生
直
前
ま

で
常
に
流
れ
て
い
る
の
で
、
消
火
だ
け
で

な
く
飲
料
用
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

▪
設
置
場
所
（
容
量
）

◦
童
浦
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
田
原
中
学
校
運
動
場
（
１
０
０
ｔ
）

◦
田
原
福
祉
セ
ン
タ
ー
駐
車
場（
60
ｔ
）

◦
セ
ン
ト
フ
ァ
ー
レ
裏
（
60
ｔ
）

◦
中
部
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
神
戸
市
民
館
裏
（
60
ｔ
）

◦
赤
羽
根
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
泉
小
学
校
運
動
場
（
60
ｔ
）

◦
旧
福
江
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

◦
中
山
市
民
館
駐
車
場
（
１
０
０
ｔ
）

◦
堀
切
市
民
館
駐
車
場
（
60
ｔ
）

▪
家
庭
で
も
最
低
３
日
分
の
備
蓄
を

　

災
害
時
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
十
分
な

飲
料
水
を
確
保
で
き
ま
す
が
、
被
害
状

況
な
ど
に
よ
り
給
水
活
動
を
行
う
ま
で

に
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

家
庭
で
も
最
低
３
日
分
の
飲
料
水

（
ひ
と
り
１
日
３

リ
ッ
ト
ル
）
と
食

料
な
ど
を
備
え
て

お
き
ま
し
ょ
う
。

▼
防
災
対
策
課
☎
23
局
３
５
４
８

◉地域に根ざした国際交流を推進し受賞
　愛知県立渥美農業高等
学校が、公益財団法人愛
知県国際交流協会から、
平成23年度国際交流推
進功労者表彰を受賞しまし
た。農業高校の特性を活か
した交流事業が、学校だけ
にとどまらず、地域に根ざした国際交流の推進・相互
の国際理解に貢献していると評価されたものです。
　この表彰は、多年にわたり県内の国際交流の推進
に尽力し、その功績の顕著な個人または団体を対象
に毎年行われ、これまでに田原市では、個人表彰とし
て２名、団体表彰として１団体が受賞しています。

◉農業学校同士の姉妹校交流
　渥美農業高校は、国際化に対応できる人材育成を
目指し、オランダの農業学校ウェラントカレッジと平成９
年１月に姉妹校提携。翌年から生
徒の相互訪問が始まりました。生
徒たちは訪問先でホームステイし、
学校生活と家庭生活を体験。ま
た、農家で実習を行うなど、農業に
ついて学びながら地元の人たちと
も交流を図っています。
　農業が盛んなオランダ。その国内で最大級を誇る
農業学校との姉妹校交流は、担い手の国際感覚を
育み、田原市の農業をさらに発展させてくれるでしょう。
▶広報秘書課☎２２局０１３８

渥美農業高等学校
国際交流推進功労者表彰を受賞

■国内外との交流・多文化共生

▲ウェラントカレッジの生徒・教師が田原市を
訪問。議場にて記念撮影（11／10木）

▲表彰式の様子（11／9水）

▲飲料水兼用耐震性貯水槽

▲ウェラントカレッジ
でのフラワーデザイ
ン体験（6／13月）
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